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背景

 コロナ危機発生後、多くの人々が「感染症対策と経済活動の両立」を模
索

 その模索の道しるべとなり得るモデル分析の欠如

 コロナ危機に関する経済分析・研究は数多く存在

 藤井・仲田（2021）

 両立を考えるための分析をリアルタイムで発信

 毎週更新：https://covid19outputjapan.github.io/JP/



藤井・仲田（2021）

標準的な
疫学モデル ＋



シンプルなモデルを使用

 一番シンプルな疫学モデルに、一番シンプルな形で経済活動を追加

 感染症と経済を考える際に重要であろう様々な要素は明示的にモデルに入っていない

 重要であろう要素の数々
 経済：労働市場、消費、格差、失業、自殺、設備投資、消費者心理、輸出・輸入、給付金、時短要請、ネットワーク効果、テ
レワークの生産性、銀行、倒産、etc.

 感染症：変異株、季節性、世代間異質性、職業別異質性、気の緩み、各自治体におけるワクチン接種準備状況、超過死
亡率、etc.

 これらの要素を考慮したい場合は、モデルのパラメター調整・エラータームを
通して考慮

 参考資料：「シンプルなモデルに基づいた政策分析・提言」



何故、シンプルなモデルか

 理解可能
 感染症と経済活動の入ったモデル研究が昨年までほとんどなかった

 いきなり複雑なモデルを構築しても、モデル内で何が起こっているかが理解困難

 藤井・仲田モデルくらいシンプルなモデルでも、実はかなり複雑。リアルタイムで学習しながら発信している

 間違いを起こす確率を減らせる
 藤井・仲田モデルのようなシンプルなモデルでも、コーディングで間違いが起こるうる

 実際に、コーディング間違いは何回か起きている。結果に大きな影響がある間違いは今のとこ無いが

時間的・資源的制約



「研究」ではなく「モデル分析」

 経済学研究

 時間をかけて真実を解明することを目指す

 将来の政策判断・意思決定に役に立つことを目標とする

 現在進行形の経済モデル分析

 真実が短期間には解明できないことを受け入れる

 その中で、議論のたたき台・新たな気付き・ある程度信頼できる予測・戦略のオプション等を提供
することを目指す

 現在の政策判断・意思決定の役に立つことを目標とする

 参考資料：「経済モデルに基づく政策分析・提言」



中央銀行のモデル分析

リスクの定量化・
可視化

政策の選択肢
の提示・分析



発信

 分析結果をどのように解釈すべきかを説明



発信

 モデルの予測精度の記録・不確実性度合いの伝達



発信

 モデルが出来ること・出来ないことの説明、間違いの報告



発信

 コード全て公開・過去の分析に簡単にアクセス



中央銀行の発信

 慎重な言葉選び・不確実性度合いの伝達



1月後半・ 2月前半の分析とメッセージ



1月後半・2月前半の分析とメッセージ

 今すぐ解除だと再度緊急事態宣言発令が回避できない

 再度宣言発令だと・・・

 死亡者数も経済損失も両方大きい

 感染症対策と経済活動は短期的にはトレードオフの関係

 だが中・長期的には必ずしもそうではない



1月後半・2月前半の分析とメッセージ

 分析する前の予想

 疫学モデルに経済活動を追加したら、疫学モデルで考えているよりかは
「早めに解除が望ましい」という結果になるだろう

 「発見」

 新規感染者数をある程度下げてから解除することは、感染症対策としてだ
けではなく、経済活動の視点からも正しい政策



最近の分析とメッセージ

 Websiteを立ち上げた1月中旬は、東京都での解除基準分析のみ

 現在は

 1都1府5県をカバー

 段階的解除分析も追加

 基本シナリオだけでなく、リスクシナリオも



最近の分析結果とメッセージ



最近の分析結果とメッセージ



最近の分析とメッセージ

 解除後の段階的経済促進の重要性

 十分な「段階的度合い」で再度緊急事態発令を回避

 参考資料：「“解除時期の模索”から“リスク管理”へ」

 中途半端な「段階的度合い」では死亡者減らせず、経済損失だけ増え
ることも

 1都3県で見通しが大きく異なる



 毎週火曜日分析を更新

https://Covid19OutputJapan.github.io/JP/

 質問・分析のリクエスト等

 dfujii@e.u-tokyo.ac.jp

 taisuke.nakata@e.u-tokyo.ac.jp


